
Econo Forum 21／March 2010 40

人間を考える
　

今
年
度
の
チ
ャ
ペ
ル
講
話
は
中
国
茶
の

実
演
だ
っ
た
。
そ
の
内
容
を
言
語
化
さ
せ

る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
い
の
で
、

他
の
内
容
を
用
い
て
そ
れ
に
代
え
る
こ
と

に
し
た
。
ご
理
解
戴
き
た
い
。

　

さ
て
、
２
０
１
０
年
４
月
か
ら
12
年
間

勤
め
た
経
済
学
部
か
ら
国
際
学
部
へ
移
籍

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
年
度
の
経
済
学

部
の
基
礎
ゼ
ミ
は
私
に
と
っ
て
経
済
学
部

の
最
後
の
基
礎
ゼ
ミ
と
な
る
。
幸
い
、
今

年
度
も
い
い
ゼ
ミ
生
に
恵
ま
れ
て
、
組
長

も
副
組
長
（
正
式
名
称
は
ゼ
ミ
連
絡
員
）

も
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
楽
し
く
ゼ

ミ
運
営
を
行
っ
て
き
た
。

　

ゼ
ミ
生
と
話
を
し
て
い
る
中
で
、
彼
ら

が
使
っ
て
い
る
言
葉
の
表
現
が
時
々
理
解

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ク

リ
ソ
ツ
（
そ
っ
く
り
）
と
か
、
ゲ
ッ
テ
ィ

（
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
）
と
か
、
ジ
ュ
ク
コ
ウ

（
塾
講
師
）
と
か
、ガ
ハ
ラ
（
上
ヶ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
）
と
か
、
タ
マ
ブ
（
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
サ
ー
ク
ル
）
と
か
、
バ
ミ
ル
（
中
華
レ

ス
ト
ラ
ン
「
バ
ー
ミ
ヤ
ン
」
で
食
事
を
す

る
こ
と
）
と
か
だ
。

　

ま
た
、
文
学
部
の
日
本
語
学
特
殊
講
義

や
大
学
院
の
授
業
で
、「
先
生
が
う
ち
の

弟
に
本
を

│
。」
の
下
線
部
に
、「
く
れ

る
」
か
「
あ
げ
る
」
の
ど
ち
ら
か
を
一
つ

選
択
さ
せ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
ら
、

非
常
に
意
外
な
結
果
が
出
て
き
た
。「
先

生
が
う
ち
の
弟
に
本
を
あ
げ
る
。」
を
選

択
し
た
学
生
が
少
な
か
ら
ず
い
た
の
だ
。

あ
る
受
講
者
は
、「
違
和
感
が
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
」
と
ま
で
言
っ
て
い
た
。
弟
は

明
ら
か
に
「
ウ
チ
」
の
人
な
の
で
、
話
し

手
と
同
じ
縄
張
り
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
な
の
に
、「
く
れ
る
」
で
は
な
く
、「
あ

げ
る
」
が
選
択
さ
れ
る
の
だ
。
つ
ま
り
、

兄
弟
が
も
う「
ウ
チ
」で
は
な
く
、「
ソ
ト
」

に
属
し
、
自
分
と
異
な
る
縄
張
り
を
有
す

る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
現

象
に
つ
い
て
は
、
要
調
査
だ
が
、
若
者
た

ち
の
言
葉
の
表
現
や
表
現
の
選
択
に
は
、

確
実
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
言
語
現
象
は
「
日
本
語
の

乱
れ
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
人
も
い
れ

ば
、「
日
本
語
の
変
化
」
と
見
な
し
て
い

る
人
も
い
る
。
重
要
な
の
は
、
い
か
に
し

て
言
葉
が
乱
れ
ま
た
は
変
化
し
、
そ
の
背

景
に
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
て

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
こ
で
、
春
学
期
の
終
わ
り
に
、『
関

西
学
院
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
用
語
辞
書
』（
暫

定
版
）
を
作
っ
て
み
な
い
か
と
、
ゼ
ミ
生

に
提
案
し
た
の
だ
。
彼
ら
は
、
言
葉
の
感

性
が
鋭
く
、
流
行
語
や
ス
ラ
ン
グ
に
非
常

に
敏
感
だ
か
ら
。
無
理
な
提
案
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ゼ
ミ
生
全
員
は
、
快
く

引
き
受
け
て
く
れ
、
議
論
や
修
正
を
重
ね

た
上
で
、『
関
西
学
院
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

用
語
辞
書
』（
暫
定
版
）
を
完
成
さ
せ
た
。

　

初
稿
に
は
、
発
音
記
号
も
付
し
て
あ
っ

た
が
、
関
西
弁
で
発
音
す
る
か
、
共
通
語

で
発
音
す
る
か
、
ま
た
は
自
分
の
方
言
で

発
音
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
分
か

れ
た
。
そ
の
結
果
、
暫
定
版
に
は
、
発
音

記
号
を
省
い
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
あ
り
の

ま
ま
の
感
性
を
尊
重
す
る
た
め
、
意
味
解

釈
や
用
例
に
つ
い
て
は
、
私
の
方
か
ら
は

一
切
手
を
つ
け
な
い
こ
と
に
し
た
。

　
『
関
西
学
院
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
用
語
辞

典
』（
暫
定
版
）
を
目
の
前
に
し
て
、

２
０
０
９
年
度
経
済
学
部
于
ゼ
ミ
（
24

組
）
の
諸
君
の
努
力
に
心
を
打
た
れ
た
。

そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
次
の
言

葉
を
諸
君
に
贈
り
た
い
。「
２
０
０
９
年

度
于
ゼ
ミ
24
組
、
万
歳
！
」

 

■

于　
　

康　
教
授
（
中
国
語
学
・
日
本
語
学
）

２
０
０
９
年
度
于
ゼ
ミ
24
組
、万
歳
！
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